
１２億３千万円の補正予算を可決
アスベスト除去、被災箇所復旧等

9 月 定 例 会

13一般質問・請願・意見書２ 定例会概要

　二本松市議会9月定例会は、9月7日から9月29日までの23
日間を会期として開催されました。
　今回提出されました議案は、平成21年度一般会計、特別
会計、企業会計の決算認定や平成22年度一般会計補正予算、
市条例制定など市長提出議案32件、請願6件、議員提出議
案7件でした。
　二本松市としては初めての決算審査特別委員会を設置し、
4日間にわたり審査を行いました。

　これらを慎重に審議した結果、平成21年度一般会計他6
件の決算認定については反対討論があり、採決の結果賛成
多数で認定されました。この7件を除く決算認定15件及び
平成22年度一般会計補正予算など全議案が原案のとおり可
決されました。
　なお、請願6件が審査され、5件が採択、1件が趣旨採択
となりました。

条　　例

◎「二本松市スカイピアあだたら
　条例の一部を改正する条例」

　スカイピアあだたら条例の一部改正
については、スカイピアあだたらを年
間通して利用できるようにするため、
利用期間を改め、定期休館日を廃止し
ようとするもの。

二本松市過疎地域自立促進計画

　過疎地域自立促進計画については、
過疎地域自立促進特別措置法の規定に
より、合併前の旧岩代町及び旧東和町
の区域が過疎地域とみなされることか
ら、平成27年度までの時限法である同
法に基づく財政上の特別措置について、
今年度から適用を受けるため、県との
協議を踏まえ、同法の規定に基づき市
の計画を定めようとするもの。

補正予算

◎「二本松市一般会計補正予算」
　教育施設のアスベスト除去、大雨に
よる被災箇所の復旧、市独自の緊急雇
用対策ならびに道路・公園整備等の追
加財政需要に要する費用を主として措
置するためのもので、現計予算の総額
に歳入歳出それぞれ1,235,850千円を
追加し、予算総額を25,625,128千円と
したもの。

（歳出の主なもの）
○総務費
　・財政調整基金積立金の増額
　　　　　　　　　　　350,000千円
　・高速バスストップ整備事業
　　　　　　　　　 　　18,810千円
○民生費
　・延長保育促進事業費の増額　　　
　　　　　　　　　　　　5,460千円

○農林水産業費
　・森林環境交付金事業費の増額　　
　　　　　　　　　　　　1,011千円
　・林道整備事業費の増額　　　　　
　　　　　　　　　　　 14,000千円
○商工費
　・日本一の桜の郷二本松推進事業費
　　の増額　　　　　　　　450千円
○土木費
　・除雪対策費の増額　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　7,360千円
　・街路事業費の増額
　　　　　　　　　　　 17,468千円
　・公園管理費の増額
 　　　　　　　　　　　22,213千円
　・二本松駅前周辺整備事業に係る安
　　達地方土地開発公社への繰上償還
　　支払金の増額　　　190,526千円
○教育費
　・学校施設整備事業に係る安達地方
　　土地開発公社の繰上償還支払金の
　　増額　　　　　　　390,140千円
　・小浜中・東和中屋内運動場アスベ
　　スト除去事業　　　　42,100千円
　・東和給食センターアスベスト除去
　　事業　　　　　　　 28,000千円
○災害復旧費
　・農業用施設単独災害復旧事業費の
　　増額　　　　　　　　11,000千円
　・公共土木施設現年災害復旧事業　
　　　　　　　　　　　 27,000千円
○緊急雇用対策の増額
　　　　　　　　　　　　8,141千円

（歳入の主なもの）
○普通交付税の増額　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　456,076千円
○前年度繰越金の増額
　　　　　　　　　　　605,665千円

◎「二本松市国民健康保険特別会
　計補正予算」
　国保連合会の審査支払システム更新
に係る保険者負担金、療養給付費等国
庫負担金の超過交付分返還金等につい
て補正するもの。

◎「二本松市後期高齢者医療特別
　会計補正予算」
　前年度繰越金の確定による広域連合
納付金等の精算措置。

◎｢二本松市介護保険特別会計補
　正予算｣
　保険事業勘定及び介護サービス事業
勘定とも前年度繰越金が確定したこと
による補正措置。

◎｢二本松市公設地方卸売市場特
　別会計補正予算｣
　前年度繰越金の確定による補正で増
額分を予備費に留保するもの。

◎｢二本松市岩代簡易水道事業特
　別会計補正予算｣

◎｢二本松市東和簡易水道事業特
　別会計補正予算｣

◎｢二本松市岩代下水道事業特別
　会計補正予算｣
　平成21年度決算額の確定による消費
税等の納付金額の増及び施設の修繕等
を措置するもの。

そ の 他

◎「人権擁護委員候補者の推薦」
　人権擁護委員　武藤寛郎氏（郭内）
と渡　泰子さん（矢ノ戸）が平成22年
12月31日をもって、任期満了になるこ
とに伴い、渡　一郎氏（本町）新任、
渡　泰子さん（矢ノ戸）再任を適任者
と認め推薦しました。

◎「閉会中の委員会所管事務継続
　調査」
　市民産業常任委員会は、農産物のブ
ランド化と６次産業について、観光交流
人口の増加対策についての２件を調査
するため、平成24年６月30日までの期
間、継続調査することを決議しました。

☆米価の大暴落に歯止めをかけるための意見書
　（内閣総理大臣・農林水産大臣・経済産業大臣）

☆免税軽油制度の継続を求める意見書
　（内閣総理大臣・農林水産大臣・経済産業大臣）

☆２０１１年度の教育予算の拡充と教職員定数の改善を求める
　意見書（文部科学大臣・総務大臣・財務大臣）

☆複式学級解消、小規模学校における教職員の配置基準の改善
　を求める意見書（文部科学大臣・総務大臣・財務大臣）

☆「住宅リフォーム助成制度」の創設を求める意見書
　（福島県知事）

☆市町村合併に伴う流域下水道に関する制度改正を求める意見書
　（衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・国土交通大臣）

☆市町村合併に伴う流域下水道に関する制度改正を求める意見書
　（福島県知事）

みなさんからの請願

「趣旨採択となった請願」
◎ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求
　める請願

「採択となった請願」
◎米価の大暴落に歯止めをかけるための
　請願
◎免税軽油制度の継続を求める請願
◎「２０１１年度の教育予算の拡充と教
　職員定数の改善を求める意見書提出」
　方の請願
◎「複式学級解消、小規模学校における
　教職員の配置基準の改善を求める意見
　書提出」方の請願
◎「住宅リフォーム助成制度」の創設を
　求める請願

可決された意見書

安 部 匡 俊

○　あだたら商工会に対する補

　　助金について

○　小規模事業所や中小企業に

　　対する支援について

平成22年度の予算では、運営補助

金11,205千円が決定されています。

23年度以降の運営補助金に対して、

年平均約1,500千円が減額され、27

年度には、3,345千円になると提示さ

れておりますが、その根拠について

伺います。

地元企業の経営基盤強化支援策、

新卒者を雇用する企業に対し補助

金等の支援策、地元商店を利用す

る客の送迎や、宅配サービスに対す

る支援策及び利子補給補助金の復

活等について伺います。

新たな団体としての自立、発展に向

けた強化と合理化は、一定の期間を

要するものとの判断から、合併から３

年間は合併時と同じ金額とし、10年

後の平成27年までを目標に、商工

会議所に対する運営補助金の額ま

で減らす措置を講ずる。市は、事業

補助を検討していくが、運営補助金

に対しては慎重に対応する。

融資枠の確保と信用保証料の補助、

送迎や宅配サービス支援は、地区商

店の共同事業なら積極的に支援。利

子補給補助金は２１年度限りで実施。

●１

●2

●１

●2

昭和40年に建設され、45年間一部

改修を繰り返し使用されてきた。多く

の市民から新しいプール施設建設の

要望が上がっているが、検討組織の

立ち上げと今後の取り組みについて

伺う。

予定価格の事後公表、現場代理人

の落札後選任、市内業者だけが参

加できる入札の上限価格の引き上

げ、最低制限価格の引き上げ等。ま

た小規模契約事業者制度でも苦情

が多く、制度の変更や運用方針の改

善をしていく考えはないか。

8月10日に検討委員12名を委嘱し

スポーツ施設の現地調査を行った。

市民プールは老朽化が著しく、周囲

の環境も建設当時とは大きく変わっ

ていることから、次回委員会から実質

的な検討に入る。　

最低制限価格は昨年6月に5％、今

年3月に5.5％と二度の引き上げを行

った。物品購入においては地域性を

考慮し、施設等の地元優先調達を

心がけている。公共発注については

市と受注者が共に有益となるよう制

度運用を研究する。

●１
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問 答

問 答新 野 　 洋
[市政刷新会議「創松未来」]

○　市民プールの整備と基金造

　　成について　

○　公共事業及び備品購入の価

　　格設定について

[あぶくま会]



 ８月臨時会が８月20日に開催されました。提出された議案は、工事請負契約締結について、補正予算
など３件で、審議の結果、全議案原案のとおり可決されました。
 ◎工事請負契約締結について
   東和地域情報通信基盤整備工事(光ファイバーケーブルの敷設)を行うもの。
 ◎平成22年度 二本松市一般会計補正予算
   民間保育所の増改築等の事業計画が確定したことに伴う補助金の増額５８万円。
   ７月の豪雨による災害被災箇所の復旧経費として農林水産施設災害復旧費８００万円、土木施設
   災害復旧費３，３００万円を増額補正措置するもの。
 ◎平成22年度水道事業会計補正予算
   民有地の土地利用変更に伴い、配水管布設替工事に要する経費１，０００万円を増額補正措置する
   もの。

３定例会概要・臨時会概要12 一般質問

議案番号 件　　　　　名 会議結果

平成22年 第６回（８月）臨時会

○９月定例会に市長から提案された議案と審議結果

佐 藤 源 市
　

○　大雨による災害復旧につい

　　て

○　消防団協力事業所認定制度

　　制定について

①災害工事発注状況及び緊急時の

対応について

②被災未整備箇所への資材支給は。

③災害避難勧告の基準について

　（７月15日の豪雨により路肩崩壊した市道)

①協力事業所実態について

②緊急時の協力事業所実態は。

③認定制度制定の考えについて

①市道及び農林道施設131箇所中

48箇所発注済。緊急時は建設協

会へ資材及び作業員を要請する。

②地元の理解協力を得、資材を支給

し早急な復旧を支援する。

③年度内に基準制度を計画する。

①県内１市３町が30事業所へ協力事

業所表示証を交付している。

②災害時応援協定は５団体91事業

所と締結している。

③年度内に関係機関と協議のうえ、

制度を計画する。

●１

●2

●１

●2

①４月から運行が始まり市民の要望

を踏まえ一部見直されたが、その

後も要望等が出ており改善すべき

ではと考えるが、乗り換えなしで二

本松まで行けるようにすべきではな

いか。

②路線バスを下田や馬乗、落合まで

延伸するなど見直すべきでは。

市民から「出張所の廃止計画」に心

配や不安が出され、存続を求める声

が出ている。市長先頭に関係機関へ

の要望活動が取り組まれているが、

現状と今後の見通しは。

①よりスムーズな乗り継ぎができるよう

適時に時間設定等を見直し、市民

が利用しやすいバスにしていく。

②コースとダイヤ等は一定の運行実

績を踏まえ、利用者の意見も聞き、

改善すべきものは改善していく。

「市民生活、地域経済に重大な影響

を及ぼすので、断じて容認できない。

ぜひ存続を」と強く求めた。22年度末

の再編は１年延期となったが今後も存

続を強く求めていく。

●１

●2

●１
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問 答

問 答菅 野 　 明
[日本共産党二本松市議団]

○　東和地区コミュニティバス

　　の運行について

○　福島地方法務局二本松出張

　　所の廃止問題について

[あぶくま会]

安達駅東西通路は必要であり駅機

能については検討し進める。安達駅

周辺整備事業は新市計画で推進す

るとしており、効率的な土地利用を図

り良好な住環境の整備で市街地形

成が図られ、重要な事業と認識する。

インフラ整備により宅地化が進み定

住人口の増加が期待でき、商業地区

としての活性化も図られ、市全体とし

ても経済的な波及効果は大きいと理

解している。

広域行政組合で検討されており、利

用可能とは考えるが検討を見守る。

●１

●2

●１

●2

問 答野 地 久 夫
[市政刷新会議「創松未来」]

○　安達駅周辺整備について

○　安達支所施設有効活用につ

　　いて

第 ７５ 号
第 ７６ 号
第 ７７ 号
第 ７８ 号
第 ７９ 号
第 ８０ 号
第 ８１ 号
第 ８２ 号
第 ８３ 号
第 ８４ 号
第 ８５ 号
第 ８６ 号
第 ８７ 号
第 ８８ 号
第 ８９ 号
第 ９０ 号
第 ９１ 号
第 ９２ 号
第 ９３ 号
第 ９４ 号
第 ９５ 号
第 ９６ 号
第 ９７ 号
第 ９８ 号
第 ９９ 号
第１００号
第１０１号
第１０２号
第１０３号
第１０４号
第１０５号
第１０６号

平成21年度　二本松市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市佐勢ノ宮住宅団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市安達簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市岩代簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市東和簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市安達下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市岩代下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市茂原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市石平財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市針道財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度　二本松市工業団地造成事業会計決算の認定について
平成21年度　二本松市宅地造成事業会計決算の認定について
平成21年度　二本松市水道事業会計決算の認定について
平成21年度　二本松市下水道事業会計決算の認定について
二本松市スカイピアあだたら条例の一部を改正する条例制定について
二本松市過疎地域自立促進計画について
平成22年度　二本松市一般会計補正予算
平成22年度　二本松市国民健康保険特別会計補正予算
平成22年度　二本松市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成22年度　二本松市介護保険特別会計補正予算
平成22年度　二本松市公設地方卸売市場特別会計補正予算
平成22年度　二本松市岩代簡易水道事業特別会計補正予算
平成22年度　二本松市東和簡易水道事業特別会計補正予算
平成22年度　二本松市岩代下水道事業特別会計補正予算

原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案認定
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

市長の安達駅周辺整備事業におけ

る東西通路駅機能の考え方及び事

業認識と投資効果をどのように考え

ているか。

　　　　　

　　　　　　

安達支所２階の利用を広域議会にお

いて、広域組合での利用を提案した

が調査検討はされたのか。

　（安達駅東側）


